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アネット有限会社
　代表取締役会長　尾曲　修二
＜企業概要＞
　所 在 地　鹿屋市東原町2869-１
　設　　立　平成11年４月
　従業員数　15名
　事業内容　農産物の生産、加工、販売
　　　　　　農業用資材、種苗の生産、販売
　Ｔ Ｅ Ｌ　 0994-44-4415
　Ｆ Ａ Ｘ　 0994-44-4835
　Ｕ Ｒ Ｌ　 http://anet-farm.jp
　Ｅ-mail　   en@anet-farm.jp
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C O N T E N T S

　今号の表紙は、鹿屋市で農産物の生産、加工、
販売やサツマイモ・生姜などの種苗の生産、販売
に取り組んでいるアネット有限会社代表取締役会
長の尾曲修二さんです。同社は、「第４回そうし
んビジネス・イノベーション大賞」の大賞を受賞
されています。

　尾曲会長は農水省農業試験場で普及員の免許を
取得し、技術員として勤務後、園芸流通などに携
わり、その後土づくりやバイオ技術の経験を積み、
平成11年にアネット有限会社を設立しました。平
成23年にはバイオ工場を新設し、現在では、サツ
マイモ、イチゴ、生姜、ウコンなどバイオ種苗の
生産が主力となっています。特に、サツマイモは、
許諾契約を取得した50種類を超えるバイオ苗を生
産しており、国内では断トツの保有数です。なか
でも、葉や茎をおいしく食べられるよう開発され
た「すいおう」の苗は、育成当初から苗の普及に
携わっており、農家のほか、ホームセンターにも
家庭菜園用として出荷しています。

◇高度なバイオ技術
　同社は、長年バイオに携わり、データの蓄積、
管理により独自の技術を確立し、生姜やウコンの
バイオ種苗の開発に国内で初めて成功しました。
　バイオ苗は、植物本来の力を持った苗を安定供
給することができ、生育が旺盛になり、普通苗に
比べ品質向上や収穫量が上がるなどのメリットが
あります。最近では、パイナップルや島ラッキョ
ウのバイオ種苗の開発にも成功しており、他にも
多様化するニーズに応えるよう技術開発を進めて
います。

◇農業をプロデュース
　鹿屋体育大学と共同開発した市民アスリート向
けのスポーツサプリ「スポーツハイブリッドサプ
リ」は、すいおうの茎と葉、生薬の原料となる冬
虫夏草を使用したものです。また、すいおうを加
工し青汁メーカーに出荷しているほか、委託生産
した生姜を生姜汁や乾燥パウダー、チップに加工
し、健康食品メーカーに出荷しています。サツマ
イモは焼酎用の麹用乾燥ダイスとして焼酎メー
カー向けに出荷しています。また、かごしま産業
支援センターの食プロの助成事業を活用し、紅は
るかや生姜などを原料とした手焼き「撰兵衛」や
生姜のシロップ「月夜のジンジャー」などの商品
を開発・改良しました。

◇今後の取組
　バイオ技術の世界はグローバル化しており、種
苗ビジネスも国際化が進んでいます。現在、生姜
とウコンをベルギーの会社に技術移転して、ヨー
ロッパ、アメリカに進出する話が具体的に進んで
います。またエジプト、スリランカ、中国などを
拠点として海外の企業と連携したビジネスに取組
み、国際化を進めるとともに、「地縁をはぐぐみ、
農をつむぐ」の経営理念のもと、地域にも貢献し
たいと考えています。

今号の表紙
私の思い
よろず支援拠点相談コーナー
プロフェッショナル人材戦略拠点コーナー
わが社の輝く女性！　㈱九州タブチ　上野悦子さん
特集　かごしま産業支援センターの助成金の採択企業が決定しました
企業紹介　鹿児島ケース㈱
ベンチャープラザコーナー
取引振興コーナー

今
号
の
表
紙

無菌状態で培養中のバイオ苗

さつまいもバイオ種苗 バイオ工場の様子
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　日本政策金融公庫（以下、日本公庫）は、廃止
された旧３公庫（国民生活金融公庫、農林漁業金
融公庫、中小企業金融公庫）の業務を引き継ぎ、
平成20年10月に設立された、政府100％出資の政
策金融機関です。

　その中で中小企業事業は、地域経済を支える中
小企業者の皆さまの成長・発展を金融面から支援
しています。
　また、政策と事業に取り組む方々等とを「つな
ぐ」という使命感をもって、お客さまサービスの
向上、セーフティネット機能の発揮、そして成長
戦略分野等への支援などに取り組んでいます。

お客様サービスの向上

　鹿児島支店では、お客さまの抱える様々な経営
課題に対応するため、「財務診断サービス」によ
るアドバイスを初めとしたコンサルティング機能
の発揮、民間金融機関等との連携強化など、資金
と情報の両面から金融サービスの強化に努めてい
ます。

成長戦略分野等を支援

　今後の人口減少等に対処した成長戦略分野とし
て、新事業・海外展開などのニーズに適切に対応
します。例えば、特許権に係る技術を利用して行
う新事業として、食品機械工場の建設に係る必要
資金の融資や、海外進出にかかる海外子会社の設
立出資金等を対象とした融資を実施しています。

地域の力になれる取り組みを

　これまでの３事業（国民生活、農林水産、中小
企業）の総合力発揮の取組みを通じて得た経験や
実績を活かしつつ、地域の民間金融機関と連携し
て、鹿児島の地域活性化のために、県や市町村、
関係団体が推進するプロジェクトにも積極的に協
力してまいります。

　また、日本公庫鹿児島支店中小企業事業といた
しましては、かごしま産業支援センターと連携を
密にし、県内の中小企業の皆さまの成長と発展に
貢献してまいります。

株式会社日本政策金融公庫
　鹿児島支店　中小企業事業統轄

　　　　　　　広瀬　重弘

昭和60年 名古屋大学経済学部卒業後、
中小企業金融公庫入庫。
平成20年 日本公庫中小企業事業。
福岡審査室長、広島審査室長等を経て、
平成28年４月より現職。

私の
　思い

地域活性化を政策金融で「つなぐ」

鹿児島県内の支店と業務内容

部　　　　門 業　　　務　　　内　　　容 鹿児島支店 鹿屋支店 川内支店

国民生活事業 小規模事業者や創業企業への融資業務など ○ ○ ○

農林水産事業 農林漁業や食品産業への融資業務 ○
⇦　鹿児島支店に取次ぎ

中小企業事業 中小企業者への融資業務 ○
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売れるお店づくりをお手伝いします！
　お客様に商品やサービスをＰＲする場である売り場を見直すことは、お店の魅力と
お客様満足度を高めることにつながり、売上アップにも大きく影響します。
　よろず支援拠点では、今年度の重点支援項目に“売れるお店づくり”を掲げて、中
小企業・小規模事業者の皆様の店舗レイアウトや商品ディスプレイの見直し、ポップ
等を活用した情報発信の支援に積極的に取り組んでおります。
　今まで色々頑張ってきたけれどなかなか効果的な対策が見つからないといった悩み
に対して、店舗改善やデザインに関する専門家が店舗を訪問し、課題解決が図られる
よう継続した支援を行いますので、お気軽にご相談ください。

売り場改善による売上拡大の支援事例

◆事例◆　～回遊性の高いレイアウトと目を引くポップで集客～　 日置市　大園フルーツ様

【相談概要】夫婦で32年間、ロードサイド型の果物店を経営してい
ます。また、有名銘柄の地域の焼酎も取り扱っています。住民や交
通量の減少等もあってお客様が徐々に減ってきている中で、売上げ
を伸ばすためにはどのようにしたら良いかと相談に来られました。

【支援内容】お店の現状をお聞きした後、お店を訪問して、売り場
の商品構成やレイアウトを確認しました。
　商品は豊富に陳列しているものの、道路と並行に什器と商品を配
置しており、お店の中にお客様が入りにくいレイアウトになってお
りましたので、通路幅を確保した回遊性の高い什器の配置と焼酎の
ギフトコーナーを提案させていただきました。
　店舗改装はお金をかけずに行い、また、代表者直筆の楽しいポッ
プも掲示してお客様に興味を持ってもらい、楽しく買い物をしてい
ただけように売り場を変更しました。
　店舗改装により、「今までよりもお客様の滞在時間が長くなり、
商品の買い上げ点数が増えた。また、お客様とのコミュニケーショ
ンが増え、笑顔で買い物をしていただいている」と喜んでいただい
ております。

相談申込み・問合せ先
　◇鹿児島県よろず支援拠点
　　　所在地：〒892-0821　鹿児島市名山町９番１号　県産業会館１階
　　　電　話：099-219-3740　ＦＡＸ：099-223-7117
　　　E-Mail：yorozu@kric.or.jp
　　　【相談日】月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分（祝祭日、年末年始を除く）
　◇北薩よろず相談窓口（薩摩川内市産業支援センター内に開設）
　　　【相談日】毎週木曜日　午前10時～午後４時（祝祭日、年末年始を除く）
　◇大隅よろず相談窓口（鹿屋市産業支援センター内に開設）
　　　【相談日】毎週火・金曜日　午前10時～午後４時（祝祭日、年末年始を除く）
　　　　　　　　※毎月第４木曜日は、鹿児島県大隅加工技術研究センターでも実施しています
　◇土曜相談会（予約制）
　　　毎月第４土曜日　午後１時～５時　アイムビル４階会議室

よろず支援拠点
相談コーナー

成果が出るまでしっかりとサポート！相談は何回でも無料！

よろず支援拠点 支援事例のご紹介

◇◇お気軽にご相談ください◇◇

〈
さ
さ
エ
ー
ル
君
〉

＜変更後の売り場の様子（２枚）＞
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◇鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点事業のご紹介
<プロフェッショナル人材拠点の概要> 
　鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点を、平成28年１月29日にかごしま産業支援センターに開設しま
した。拠点では、人材戦略マネージャーをはじめ３人のスタッフが県内の中堅・中小企業の新製品開発、新
規販路開拓をはじめとした各分野での新たなチャレンジをリードできるプロフェッショナル人材とのマッチ
ングをサポートします。

<プロフェッショナル人材とのマッチング>
　拠点では、企業の人材ニーズを登録人材紹介事業者（拠点に登録した事業者15社）へ取り次いで、人材マッ
チングのお手伝いをしています。

◎情報提供（取次ぎ）フロー図

<企業訪問・相談状況（拠点開設～平成28年７月末まで）>
・企業訪問・相談件数　87（訪問・相談の産業分野別内訳）
　一次産業（農林水産業）　６ 　二次産業（建設・製造）　42　三次産業（卸・小売、宿泊飲食業等）　39
　このうち16社の人材ニーズを人材紹介事業者に取次ぎ（情報提供）ました。（＝人材マッチング等の開始）

<企業成長セミナーの開催>
・第１回　平成28年３月15日　鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点開設記念セミナー
　「プロフェッショナル人材の活用事例」、「プロフェッショナル人材採用で大手企業の下請けからの脱却」
・第２回　平成28年８月９日
　「人材紹介会社との上手な付き合い方」、「企業チャレンジを担える専門人材を採用するポイント」

<企業の皆様へ>
　「プロフェッショナル人材事業」を活用して成長実現に向けてチャレンジしてみませんか！！
・企業情報シートの記載例及び様式は、かごしま産業支援センターのホームページに掲載してあります。
　　かごしま産業支援センターホームページhttp://www.kric.or.jp
・ 内閣府のプロフェッショナル戦略拠点ポータルサイトでは、「プロフェッショナル人材活用ガイドブッ

ク」が掲載されています。（http://www.pro-jinzai.go.jp/jirei/index.html）

　鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点事業に関するお問い合わせは、下記まで
　　　（公財）かごしま産業支援センター内　「鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点」
　　　〒892-0821　鹿児島市名山町９番１号（鹿児島県産業会館２階）
　　　TEL：099-219-9277　　E-mail：projinzai@kric.or.jp

プロフェッショナル人材戦略拠点コーナー
企業のチャレンジを担える人材との
マッチングをお手伝いします！

◎登録人材紹介事業者（５０ 音順）
アクティベイト（株）

（株）アソウ・ヒューマニーセンター鹿児島支店
アデコ（株）人財紹介事業本部

（株）インテリジェンス丸の内本社
ＮＰＯ 法人　国際社会貢献センター
サイエスト（株）本店

（株）Sawa 就職支援センターメディカ
（株）日本雇用創出機構東京事業所
（株）日本人材機構
（株）パソナ・パソナキャリアカンパニー鹿児島支店
（株）ビズリーチ人材紹介センター
（株）フルキャスト　鹿児島営業課
（株）マイナビ
Man to Man（株）鹿児島オフィス
ランスタッド（株）鹿児島オフィス

県内に本店・支店等がある事業者



Kagoshima Industry Support Center

KISC  SUMMER 20166

わが社の輝く女性！
　今号は、給水栓・止水栓・仕切弁・水道配管用継手、水道メータユニットなどの給水シ
ステム関連商品の開発・製造を行う株式会社九州タブチ国分工場で生産計画などの業務を
担当されている生産管理課の上野悦子さんです。

株式会社九州タブチ
国分工場：霧島市国分敷根120
上野原テクノパーク工場
　　　　：霧島市国分上野原テクノパーク１１-8
設　　立：昭和45年４月
Ｔ　Ｅ　Ｌ：0995-45-1523
Ｆ　Ａ　Ｘ：0995-45-6433
E‐mail：gene@kyusyu-tabuchi.co.jp

生産管理部　生産管理課　
　上野　悦子さん

霧島市出身
昭和58年生まれ
平成16年入社
◇趣味はお菓子作りで、お祝い時や友人
宅へ遊びに行くときによく作ります。

◇会社紹介
　弊社は、昭和45年大阪にある株式会社タブチの
100％出資により設立された誘致企業です。
　主に、一般家庭へ「水」を届ける為の給水システ
ム関連商品を取り扱っており、銅合金の鋳造から機
械加工、表面処理、検査・組立に至るまで一貫した
生産工程を有しております。
　「人の成長なくして会社の成長なし」の経営理念
のもと、資格・免許、国家技能検定取得に向けた教
育や創意くふう提案、自主研発表大会、読書感想文
コンクールなど、社員の能力を十分に発揮し、成長
する為の機会があります。また、「自分の子供が入
りたいと思う企業にしたい」という社長の想いか
ら、家族で参加できる様々な行事もあり、育児と仕
事を両立できる職場環境にあります。実際、私も2
度育児休業を取得しましたが、復帰後も周りの方の
サポートがあったおかげで、無理なく両立できてい
ます。最近では、育児休業制度を利用する男性社員
も増えてきています。

◇会社での担当部署は
　生産管理部生産管理課に所属しており、主に最終
工程である組立部門の生産計画立案や作業指示、商
品の納期問い合わせに対する回答などを担当してい
ます。

◇入社のきっかけは
　全く業種の違う専門学校に通っていましたが、結
婚・出産後も仕事を続けたいという思いがありまし
た。そんな時、地元にある弊社の事務職の求人を見
て、工場見学に訪れました。その際に、社員の方の
挨拶も元気があり、会社の雰囲気も良かったので、
長く続けられそうだと思い、採用試験に応募し入社
させて頂きました。 

◇仕事上での印象深い体験談など
　弊社では、部署の垣根を越えてチームをつくり、
自分たちが職場で感じている問題や課題を自分たち
で解決する「自主研活動」を積極的に行っています。
また、これらの活動や成果を経営層や管理職層、お
客様の前で発表する自主研発表大会を年２回行って
います。入社２年目で私も参加する機会がありまし
た。その当時は自主研に参加する社員は男性ばかり
でしたが、私のような新人でも、チームで協力し一
丸となって改善に取り組み、発表大会に臨んだ結果、
３位に入賞する事ができました。具体的に成果を評
価してもらう事で、仕事に対するモチベーションも
上がり、何より仲間との団結力も増したような気が
しました。

◇「モノづくり」に対する思いや心がけていることは
　生産管理課という部署はものづくりに直接関わる
部署ではないこともあり、私自身がお客様に満足頂
ける製品を生産する事はできません。しかし生産管
理課として、お客様の要望と生産効率のバランスを
考慮しながら、生産指示を出すことで、ものづくり
に携わっていると考えています。注文数や納期の変
更がまれに発生しますが、しっかりと対応できるよ
う先を見越した適切なプランを練り、“お客様の求
める製品を、しっかり納期までに納める”製造部門
のメンバーと同じように「信頼されるものづくり」
を常に心がけています。 

◇会社への思いや抱負について
  入社して12年、様々な経験を積ませて頂く事がで
き、少なからず自分の成長を感じます。当社の制度
や活動は我々にとっては「あたりまえ」のことのよ
うに感じますが、周りから「いい会社だね。社員想
いの会社だね。」と言われる機会も多く、改めてこ
の会社で働く幸せを感じています。
　これからも、お客様に「タブチブランド」の商品
を信頼して頂けるよう、日々精進してまいります。 

業務中の様子

当社製品 鋳造工程の様子
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【研究開発助成金】
　県内中小企業のものづくり技術の高度化、新製品開発能力の向上などにつながる研究開発を助成するもの
です。 （募集期間：４月１日～５月９日）

○重点業種研究開発支援事業
　自動車、電子、新成長分野関連産業に係る新技術・新製品の研究開発に要する経費の一部助成

○新事業研究開発助成事業
　技術高度化を志向する中小企業等の研究開発等に要する経費の一部助成

【かごしま産業おこし挑戦助成金】
　自動車・電子・食品・新成長産業関連の戦略的産業振興分野及び地域資源活用・農商工等連携分野、新事
業開拓分野に係る中小企業等の新事業創出の取組みを助成するものです。 （募集期間：４月１日～５月９日）

○中核的企業創出プログラム事業
　経営計画の作成、計画の実施に要する経費の一部助成　

○地域資源活用起業家支援事業
　起業に向けた新商品・新サービスの開発、販路開拓等に要する経費の一部助成

特　集
平成２８年度
 公益財団法人 かごしま産業支援センター
　　　　助成金の採択企業が決定しました！

　本年７月末までに採択を決定したもの（一部の事業を除く）です。
　なお、一部の助成金については追加募集します。詳しくは、ホームページでご確認ください。

企　　　業　　　名 テ　 ー 　 マ
㈱ユニオン精密（薩摩川内市） ネジ単体での緩み止め・防水機能を持たせた高信頼性特殊ネジの開発
㈱ヨシカワ（薩摩川内市） 火力発電設備での燃焼効率改善に有効な石炭予備乾燥装置の開発

企　　　業　　　名 テ　 ー 　 マ

㈱アーダン（奄美市） 奄美産ノーマル及び高機能シルクを原料とした医薬部外品の研究開発・製造販
売体制の確立

南薩食鳥㈱（南九州市） ハラル処理した鶏肉のミート及び加工品の販売

小城製粉㈱（薩摩川内市） 欧米・アジア諸国への販路展開を目指した国産米粉の安全性・国際規格化に向
けてのエビデンスの確立と新商品開発

㈲Ｋ・アクセス（鹿児島市） キャンピングカーという概念に捕われず、旅をする事・移動する事務所等、エ
ンドユーザーのニーズに合わせたコンセプトカーの製造販売

企　　　業　　　名 テ　 ー 　 マ
㈱大麦屋（伊佐市） 「さつまいも水あめ」を活用した和洋菓子の開発

企　　　業　　　名 テ　 ー 　 マ
アサダメッシュ㈱（薩摩川内市） 特殊構造メッシュを用いた高性能油水分離装置の試作開発
ヤマト電子㈱（出水市） 破壊強度と接着強度が高く、適用範囲の広い低融性ガラス封止材の開発
㈱アロン電機（さつま町） メッキ品及び異形切削工具チップの外観検査装置の開発
薩摩総研㈱（指宿市） 超柔軟性かつ作業性良好の高熱伝導性樹脂の開発

小平㈱（鹿児島市） 健康機能性を有するミリン属海藻類の大量培養法の確立と高齢者向け機能性一
般介護食品の開発研究

㈱栄電社（鹿児島市） 豚糞を用いたメタン発酵消化液の浄化装置に関する研究開発
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○地域資源活用・農商工等連携新事業創出支援事業
　事業化や農商工等連携の取組みに要する経費の一部助成　　　　

【中小製造業者創業・新分野進出等支援助成金】
　創業や新分野進出、規模拡大に取組む中小製造業者に対し助成するものです。
 （募集期間：４月20日～６月17日）
○経営計画実施支援事業
　人材育成、試作・研究開発、マーケティング・販路開拓、専門家招へいに要する経費の一部助成

【食品加工技術強化助成金】
　食品関連企業が求める加工上の技術的ニーズと機械製造業者のもつ技術的シーズをマッチングし、機械装
置等の研究開発を助成するものです。

○食品加工技術強化支援事業
　機械装置の試作開発経費の一部助成

企　　　業　　　名 テ　 ー 　 マ
㈱奄美養蚕（奄美市） 島内栽培された島桑を原料とした蚕用人工飼料の開発
㈲奥建具製作所（鹿児島市） 認証かごしま材と建具職人の技術を活かした移動式和室の研究開発
セイカ食品㈱（鹿児島市） こなみずきでん粉（低温糊化性でん粉）を使用した高付加価値な新菓子商品の開発
㈲エール（指宿市） オクラ種子を活用した新たな特産品の開発

企　　　業　　　名 テ　 ー 　 マ
㈱オーケー社鹿児島（鹿児島市） 自動車業界向け静電塗装時異常放電検出装置の開発
㈱押野電気製作所（鹿児島市） 赤外線センサー用のランプ開発と製造、販売
アロン電機㈱（さつま町） 異物検査装置の汎用モデル開発による食品分野への進出と販路拡大
㈱マルマエ（出水市） ロボット技術による医療分野等の新製品の開発等
ヤマト電子㈱（出水市） センサ用ガラスプレートの微細化及び効率的製造方法の確立
鹿児島ケース㈱（日置市） 超精密板金加工製品の開発による医療関連機器分野への販路拡大
グローバル・オーシャン・
ワークス㈱（垂水市）

養殖ブリの加工残渣を利用した食品（サプリメントを含めた）の試作開発と販
路開拓

㈱プラグマテック（鹿児島市） LED 応用商品の開発と製造・販売
㈱スディックスバイオテック（鹿児島市） ナノテクノロジーによる豚流行性下痢ウイルス病の総合的対策技術の開発
㈱東郷（鹿児島市） 超精密プラスチック金型開発による高付加価値製品の量産化

アサダメッシュ㈱（薩摩川内市） 大面積の医療用エレクトロニクス事業への参入を目指した「超微細高強度金属
メッシュ」の開発

テックス㈱（さつま町） 医薬品・食品製造向けサニタリータンクの研磨と減菌技術の確立
㈱エルム（南さつま市） 高安全・高効率小型風力発電システムの開発
㈱やわら香（屋久島町） 屋久島の香りある暮らしの創造に向けた新商品開発、生産設備等の導入
藤安醸造㈱（鹿児島市） 「無洗米」工程から副生する肌糠を原料とした調味料の用途開発・販路開拓
屋久島ふれあい食品㈱（屋久島町） たんかんジュース製造で排出するたんかん果皮を活用した健康菓子の製造
㈲SWEET LABEL（鹿児島市） 鹿児島の特産物を使ったグルメクッキーの新ブランド設立
㈱岡野エレクトロニクス（薩摩川内市） ソーラーパネル・バッテリー付 LED 街路灯開発
㈱喜界島薬草農園（喜界町） 潤命草と桑葉の高血糖症に対するサプリメント商品等の製造・販売
㈱サツマ超硬精密（鹿屋市） プレス工程の加工領域の拡大と自動車分野製品の規模拡大・新分野参入
㈱加治木産業（姶良市） 中国市場向け食品関連機器等の開発・製造・販売

企　　　業　　　名 概 　 　 要
㈱オキス（鹿屋市）と㈱岡野エレクトロニクス（薩摩川内市） 野菜パウダーを用いた新ステック商品の押出し成型機の試作開発
かねだい食品㈱（南九州市）と㈱藤田ワークス（霧島市） アレルギーフリー対応の小型焼き菓子製造機の試作開発
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【中小企業等外国出願助成金】
　国際的な事業展開や知的財産権侵害品へ対応するため戦略的な外国への特許出願等を助成するものです。
 （募集期間：６月２日～６月30日）
○中小企業等外国出願支援事業
　外国の特許出願等に要する経費の一部助成（特許、意匠・商標・実用新案、冒認対策商標）

　
【高付加価値商品開発・販路開発等支援助成金】

　付加価値の高い商品づくり（商品の開発・改良や国際的な商談会への試作品出展等）を行う県内の食品関
連事業者に対し助成するものです。 募集期間：４月４日～４月28日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６月27日～７月15日
○かごしまの「食」付加価値向上対策事業 　
　食品関連事業者が行う新商品開発など付加価値向上等に要する経費の一部助成

企　　　業　　　名 概 　 　 要
㈱ア・トスフーズ（薩摩川内市） 規格外の商品を活かした新商品・新お土産品の開発と販路開拓
㈱奄美大島にしかわ酒造（徳之島町） 海外向け黒糖焼酎梅酒の商品改良及び販路拡大
㈱大阪屋製菓（鹿児島市） 「南国珍々豆」新ブランド商品の開発・改良及び販路拡大
㈱岡留蒲鉾本舗（志布志市） 地魚すり身を利用した「魚の麺」の開発と既存商品の販路拡大
㈱オキス（鹿屋市） 鹿児島の農産物をつかった「現代版・そばがき（カップ入）」の開発・販路開拓
㈲おりた園（南九州市） 新市場（国内首都圏・海外富裕層等）向け有機茶類商品の開発・改良及び販路拡大
鹿児島県オーストリッチ事業㈿（鹿屋市） ダチョウ肉と卵を利用した新加工食品の開発と販路開拓
鹿児島製茶㈱（鹿児島市） 鹿児島県産茶葉を活用した新商品の開発及び新規販路開拓
㈲鹿児島ますや（姶良市） 自社独自の無添加加工食品の商品開発・販路開拓
㈱サクラバイオ（鹿児島市） 妊娠中～授乳中のママ向けサプリメントと子供向け栄養プラス食品の開発・販路開拓
垂水市漁業㈿（垂水市） かんぱち加工品の海外輸出・販路開拓
徳之島物産㈱（徳之島町） 徳之島特産品開発事業
㈱ナカシン冷食（いちき串木野市） ニーズの拡がるアレルゲン除去（低減）食品及び医療・介護食品の開発
福山黒酢㈱（霧島市） アジア市場向け黒酢商品の販路開拓
㈱福山物産（霧島市） 福山町産・黒酢の国内外における需要調査及び販路開拓
藤安醸造㈱（鹿児島市） 専醤を中心とした「鹿児島の甘い醤油」等の販路拡大と新商品の開発
㈱丸俊（鹿児島市） 枕崎産かつお加工製品の新商品開発・既存商品改良及び販路開拓・拡大
屋久島ヴィータキッチン（屋久島町） レストランメニューを島外百貨店等で販売する為の商品開発及び販路開拓
㈱和香園（志布志市） 若者向け・海外向けの新商品開発と販路開拓
グローバル・オーシャン・ワークス㈱（垂水市） 鹿児島県産ブリ加工製品（冷凍）の販路開拓・拡大
農事組合法人三笠えのき茸生産組合（阿久根市） えのき茸の付加価値向上と販路拡大
吉村醸造㈱（いちき串木野市） さつまいもケチャップソースの開発及び販路開拓
㈱アスリート食堂（鹿屋市） 鹿屋・大隅の農畜産物を利用した新商品の開発・販路拡大
鹿児島くみあい食品㈱（鹿児島市） 黒酢原料の新調味料やパパイヤ漬物・加工品の開発・販路開拓
㈱下園薩男商店（阿久根市） 地元で獲れた海産物を使ったパスタソース等の開発・販路開拓
㈱樹楽（姶良市） 魚肉等の桜島灰干し商品の常温化開発、既存商品の改良・販路拡大
中原水産㈱（枕崎市） 既存商品（削節、だしパック、調味料）の改良、新商品開発・販路開拓
㈱本坊商店（鹿児島市） 鹿児島の原料を使った加工食品・酒類の開発・販路拡大
㈲松山　奄美きょら海工房（奄美市） サトウキビパウダー・黒糖・奄美特産品を活用した商品開発・販路開拓
㈲森山水産（垂水市） 鰤加工品の新商品開発・既存商品改良、販路開拓
㈲屋久島薬草販売（屋久島町） 屋久島ウコンの新商品開発・販路開拓

区　分 企　　　業　　　名 発明の名称、または商標の内容

特　許
㈱栄電社（鹿児島市） バイオリアクター素子、及びバイオリアクター素子を用いた排水の

処理方法
ジャパンポーレックス㈱（霧島市） ミル装置

商　標

㈲テイクワイズ・コーポレーション（鹿児島市） （店舗名）
㈱奄美大島開運酒造（宇検村） （商品名）
㈱オーケー社鹿児島（鹿児島市） （商品名）
㈱オーガランド（霧島市） （ロゴマーク）

（ ）
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【地域活性化起業家支援助成金】
　過疎地域などで新たに卸・小売業、サービス業で起業予定者や起業２年未満の事業者を対象に助成するも
のです。 （募集期間：４月13日～５月13日）

○起業促進支援事業
　起業に必要な店舗等借入費及び改装経費等の初期投資に要する経費の一部助成

○スタートアップ支援事業
　オフィス賃料、人件費、設備費等創業初期に要する経費の一部助成

企　　　業　　　名 テ　 ー 　 マ
山下　眞貴子（曽於市） 地域初となるパン屋の創業
増永　清幸（指宿市） 過疎化と高齢化の進む地域での整骨院の開業
東原　秋子（曽於市） 花屋を文化的コミュニケーションの場にして地域活性化を図る
白坂　昌史（いちき串木野市） Ｗ（ダブル）美容師が店舗と訪問美容でお客様のなりたいを叶える美容室開業
大重　香菜（南九州市） 本格的バレエとハンモックストレッチによる地域密着型「健康づくり」事業の展開
村本　茜（日置市） モダン薩摩焼で味わうカリブ・地中海料理 ～日吉をさらに国際的で芸術溢れる町に～
平　久美子（日置市） 至福のひと時を過ごせる空間があるカフェの経営
高　廣貴（日置市） 整体・機能訓練を行い、地域住民の健康支援、ＱＯＣ向上を図る事業
森　厘香（瀬戸内町） アロマを通した地域のつながりの創造
山下　潤一（奄美市） 空き家の古民家を改修し、奄美の観光資源を活用したゲストハウス運営事業
槇　卓也（肝付町） 地域食材を活かした串焼き屋台の開業
日高　美保子（西之表市） 空き家を活用したコミュニティカフェの開設
泊　順也（南九州市） 賑わいのある川辺町づくりを目指した飲食店の開業
吉田　耕平（日置市） 薩摩焼の郷、日置市美山地区での木工房兼カフェ営業の店舗開業

企　　　業　　　名 テ　 ー 　 マ
㈱輝楽里たぶがわ（枕崎市） 田布川における生活物資販売の小さな拠点づくり促進事業
７１６（鹿屋市） 大隅の持つ潜在的魅力の発信と提供に寄与する飲食店の開業
MF －テック（鹿屋市） 建設機械整備における地域密着型サービスの提供による顧客満足度の充実
アルパカ（鹿屋市） 郷土の素材を活かした料理の提供やイベント等の開催により地域の活性化を図る
手作りの店　心地庵（日置市） 古民家による「和のおもてなし」につながる地域つくり
石窯 café kunkun（日置市） 古民家による、美味しさ溢れ、笑顔いっぱいの店づくり
松家（日置市） 讃岐うどん販売事業で地元に貢献できるようにする

㈱あくねや（阿久根市） 阿久根駅での飲食・小売店舗の運営・再開発、イベント企画実施などを通じ街
おこしを行う

炭火焼居酒屋　わがえ（南九州市） 南九州市のサロン（お客様が集える場）拠点づくりによる地域活性化促進

三光農機（鹿屋市） 農業用機械の販売とメンテナンスサービスの提供により農畜産業の振興と雇用
拡大に貢献する

Café  Konomichi（鹿屋市） 鹿屋市の空きビルを利用して、テイクアウト、ワンハンドメニューを提供する
店舗の開業

虹の笑（錦江町） 地元の食材を用いた、世界の料理を味わう創作料理の店
㈱ボタニカルファクトリー（南大隅町） 地域農業との連携による高品質オーガニック化粧品の開発・販売事業

相談
無料

秘密
厳守

訪問
相談

専門家
派遣

相談
無料

秘密
厳守

訪問
相談

専門家
派遣

知的財産に関する悩み事はありませんか？

知的財産に関する
悩み事はありませんか？

公益社団法人鹿児島県工業倶楽部
【利用時間】平日 8：30～17：15
【休館日】土曜・日曜・祝祭日・年末年始
鹿児島市名山町９番１号（県産業会館 中２F）

公益社団法人鹿児島県工業倶楽部
【利用時間】平日 8：30～17：15
【休館日】土曜・日曜・祝祭日・年末年始
鹿児島市名山町９番１号（県産業会館 中２F）

特許や商標など知的財産に関する悩みを、アイデア段階から出願支援など幅広く相
談をお受けします。窓口にいる支援担当者のほか、弁理士や弁護士など様々な分野
の専門家や、関係する支援機関とも連携してワンストップサービスをご提供。

●新しい技術を開発したので特許を取りたいがどうしたらいいか。
●自社商品の商標を登録したいが申請の方法がわからない。
●他社から権利侵害だと警告書が届いた。対応はどうすればいい。
●海外展開したいが権利保護をどうしたらよいか。
●商品のブランド化を考えているが進め方を知りたい。
●新商品開発を戦略的に進めるために知財を活用したい。

知財総合支援窓口

E-mail chizai@ikic.or.jp  HP http://www.ikic.or.jp
099-295-0270

先ずはお気軽にご連絡ください‼（相談は予約制）

広告（40×170ｍｍ）

広告（80×170ｍｍ）

常設
窓口

鹿児島県産業会館
中 2階

鹿児島県工業技術センター

月～金曜日
８時 30分～
17時 15分

13時～16時

毎月第 3火曜日

毎月第 3金曜日

隔月第 2火曜日

大隅加工技術研究センター

薩摩川内市産業支援センター

臨時
窓口

（祝祭日を除く）

先ずはお気軽に
ご連絡ください‼

099-295-0270 相談は
予約制E-mail chizai@ikic.or.jp  HP http://www.ikic.or.jp

広告
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企 業 紹 介 鹿児島ケース株式会社

■会社概要
　鹿児島ケース株式会社は昭和33年に鹿児島市金生
町で木工業として創業し、その後ステンレス加工の
金属加工業の分野に進出しました。昭和38年に法人
化し、しばらくは建築金物関係の仕事をしていまし
たが、その後は精密板金業に特化し、工場拡張のた
め、平成11年に現在の日置市吹上町へ移転しました。

■当社の優れた技術
　当社は、精密板金加工メーカーとして、半導体装
置メーカー、食品機械メーカー向けの精密板金加工、
梱包機器、高精度フレーム、製缶などを主な業務と
しています。
　平成元年には鹿児島で第１号となるレーザー・パ
ンチ複合機を導入し、その後もハンディＹＡＧ溶接
機、ディスクレーザ・レーザマーカ等を導入するな
ど、最先端の設備を導入し、常に加工技術の研鑽を
重ねています。
　これら最先端の設備を用いた溶接では薄板溶接に
も対応し、さらに溶接時に発生する歪みも極力抑え、
寸法精度の向上が図れるほか、溶け込み深さや溶着
量を増やすことができます。
　また曲げの技術では自社製の冶具等を用い特殊で
複雑な曲げ加工にも対応できるなど技術者の板金加
工技術は高く評価されており、顧客の様々なニーズ
に対応し、高品質な製品作りをしています。
　さらに、ステンレス、鉄、アルミ等や新しい素材
のステンレス鋼（ＮＳＳＣ）の加工にも対応するな
ど、常に新しい加工技術を追求しています。

　当社では、徹底した生産管理・品質管理を充実さ
せるため生産管理システムをいち早く導入していま
す。
　お客様との事前協議を重ね、図面上では気づかな
い点も3D で解析など行い、プログラム作成後、デー
タ等を生産管理システムで工程ごとに必要な情報を
リアルタイムで管理、すべての製品の進捗状況を把
握し受注から出荷まで一元化生産管理体制を図るこ
とにより、全ての製品のトレーサビリティが取れ、
多品種少量生産にも対応しています。
　さらに、Ｑ（品質）、Ｃ（費用）、Ｄ（納期）の徹
底をモットーとしており、短納期の対応やお客様の
ニーズに合わせて当社の技術やノウハウを活かし、
コストと機能を考慮した素材選定や技術の提供など
を幅広く行い、お客様に喜んで頂ける「モノづくり」
に取り組んでいます。

■当社の経営理念
　「信頼と実証　信頼の心をつなぐモノづくり」を
経営理念に掲げ、お客様とはモノづくりだけでなく、
モノを通じて信頼・信用もつくり心から喜んでいた
だける製品を提供していく企業を目指しています。
 

■今後の展望・抱負
　現在、かごしま産業支援センターの助成事業を活
用し、医療関連機器分野にも挑戦しています。
　今後もお客様の求めるニーズを把握し、常に最高
の技術と顧客満足度を追求し豊かな地域社会の創造
と発展に貢献していきます。ＴＩＧ溶接による溶接作業

代 表 者：代表取締役社長　居迫　伸孝
所　在　地：日置市吹上町与倉4954-19
　　　　　　　　　　　　　藤元工業団地
設　　立：昭和38年５月
資　本　金：1,000万円
従業員数：48名
事業内容：精密板金加工業
TEL：099-245-1960　　　FAX：099-245-1961
URL：http://www.kcase.co.jp
E-mail：info@kcase.co.jp

鹿児島ケース株式会社

当　社　製　品

鹿児島ケース株式会社
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ベンチャープラザコーナー

　平成28年５月11日（水）鹿児島市において開催し、県内の３社と県外の１社にビジネスプランを発
表していただきました。（発表企業累計223社、うち県内企業164社）
　県内企業の発表は、㈱エー・ジェー・シー、㈱スディックスバイオテック、嘉一窯の３社からそれ
ぞれ発表していただきました。１００名を超える参加者は、発表に興味深く耳を傾けるとともに、質疑応
答も活発で盛会となりました。

発表内容

≪企業紹介≫
　平成７年５月（有）有馬住建を設立し、平成15年
５月（株）エー・ジェー・シーへ社名を変更しました。
　業務内容は①スマートフォンアプリの開発、AR
アドバンス SDK ライブラリーの開発②各種業務
パッケージシステムの開発・販売・保守・運用等です。
　今回発表したスマートフォンの技術だけではな
く、各業界向けのシステムソリューションを複数開
発提供しております。内容は、『ホテルシステム、
トレサビリティシステム、受付窓口システム、販売
管理システム、ふるさと納税システム、ギフトシス
テム、タクシー乗務員管理システム、観光バス運用
システム』他です。

≪商品開発のきっかけ≫
　弊社は大隅半島の鹿屋市に本社を構え、ソフト
ウェア開発を行っております。大隅半島では大手ベ
ンダー様の下請け的な業務を行うことも厳しく、大
隅半島でも全国に通用する技術習得が課題になりま
した。平成24年頃、metaio 社が AR（拡張現実）の

サービスを開始したのをきっかけに AR の基本技術
開発に取り組んでまいりました。

≪商品の特徴≫
　弊社が開発してまいりました AR アドバンス
SDK 群は、マーカの認識や、ＧＰS 上に正確な現在
位置を示すなどの弊社独自技術と組み合わせること
で、より一層楽しく便利なスマートフォン利用を
実現する基本技術です。AR は現実の世界に画像、
文字、音声といった情報を重ね合わせる技術です。
SDK 群の機能種類は「画像認識型」と「位置情報型」
の２つのタイプに分けることができます。

発表後の成果・感想
　最新の技術である AR 技術を各団体、自治体、企
業様に紹介でき、鹿児島で AR の SDK 開発を行っ
ている会社があることを認識して頂きました。
　今後のシステム開発はアプリが占める割合が高く
なると考えますので、最新技術習得に邁進してまい
ります。

今後の展望
・「SDKの提供」
　AR の基本技術（SDK）を必要とするシステム会
社様又は企業様へ提供を行います。 現在、宮崎の
地元大手ソフトベンダー様に SDK を提供中です。
また、複数のソフトウェア会社様から SDK の提供
の依頼があります。今後は SDK 提供の環境整備を
行い、ライセンス提供してまいりたいと思います。

・「スマートフォンアプリへＡＲ技術を組み込み各
自治体様、企業様へアプリを提供」
　AR 技術を取り入れたスマートフォンアプリの開
発を行っており、現在、５自治体様へ自治体様オリ
ジナルのアプリを提供しております。今後は、各大
手ベンダー様と提携し、多くの自治体様、企業様へ
オリジナルのアプリを提供してまいりたいと考えて
います。

株式会社エー・ジェー・シー

代表取締役社長　有馬　昭人
鹿屋市大手町2-17　鏡堂ビル 2F
TEL：0994-45-6081
FAX：0994-45-6082
URL： http://www.ajc-systems.

com/

○発表その１　現実と CG による情報を重ねる AR（拡張現実）開発ツールの販路拡大
（株式会社エー・ジェー・シー）

第67回ベンチャープラザ鹿児島「二水会」

発表する
システム営業部　東迫さん
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発表内容

≪企業紹介≫
　弊社は、2003年10月から2006年９月まで、現代表
取締役（鹿児島大学教授兼業）がリーダーを務めて
いました科学技術振興機構（ＪST）のプレベンチャー
事業「シュガーチップの実用化」の成果を元として、 
糖鎖生物化学の技術を、世のために役立たせるため
に2006年９月に起業した大学発ベンチャーです。ウ
イルス性の感染症や疾患の検査診断法開発を基盤に
おき、学術研究用・ヘルスケア市場向けの製品開発、
あるいはパートナーにライセンスを提供しつつ「営
利企業」として展開しています。会社経営に際して
は、人としての倫理・道徳に反していないかを常に
省み、利他の心を常に持ち続けています。

≪商品開発のきっかけ≫
　例えば、インフルエンザウイルスの流行は、手洗
いやマスク装着の励行、ワクチン接種などを行って
いるにもかかわらず毎年起きます。これは、現行の
検査診断方法が、侵襲的で患者に苦痛を与えるにも
かかわらず、感度が悪く偽陰性が多いことが１つの
原因と思われます。もし、無痛・簡便で高感度正確
な検査法があれば、より早期での罹患が分かるため、
本人もまた社会経済的にもメリットが大きく、さら
に早期治療により、全体としての医療費の削減も可
能です。そこで、非侵襲的に採取できる検体（主と
して唾液）を用いた検査診断法を開発しました。

≪商品の特徴≫
　鼻腔粘膜と比較すると、はるかに低濃度のウイル
スしか存在しない唾液を用いて、インフルエンザウ
イルスを検査するため、検体中のウイルスの濃縮・

精製操作が必須です。ウイルスに結合する糖鎖をウ
イルスよりも小さなサイズのナノ粒子に固定化し
た SMＧNＰ（本商品）を用いれば、３分以内で行う
ことができます。さらに、ウイルスの検出は、その
遺伝子を増幅させてオンサイトで検出する RT-ＰCR
法を用いていますが、他ベンチャーと連携し、通常
の機器では1時間かかる検出を、15分で終えること
が出来る機器を開発しました。即ち、検体を受け取っ
てから20分以内に検査診断を終えるシステムを構築
しました。

発表後の成果・感想
　すでに鹿児島市内の小児科医院や鹿児島大学等
で、５年以上、臨床研究を行っており、インフルエ
ンザ以外にも、ヘルペスウイルスやノロウイルスに
対しても、有用性は証明されています。本発表では、
技術の紹介とともに、この技術を弊社と連携のうえ、
より短期間に一般化してくださる方々（医療法人、
保険会社など）が居られればと思って、お話しさせ
ていただきました。会の後の意見交換会では非常に
多くの方々とお話しできました。発表させていただ
き感謝しております。

今後の展望
　あるコンサルタント会社の方のご紹介で、大手の
総合医療関係会社や、保険会社の方との面談を持つ
ことができました。今後県外でも、このような機会
を活用し、技術紹介とパートナーの募集を行ってい
きたいと思っています。まずは、本商品を使った
「先進医療」を自由診療と遠隔診療の範疇で実施で
きるようにし、その後に保険診療に向けた認可申請
を行っていこうと思っております。

発表する
隅田代表取締役

○発表その２　ナノテクノロジーによるウイルスの超高感度・迅速検査技術の事業化
� （株式会社スディックスバイオテック）

株式会社スディックス
　　　　バイオテック
代表取締役　隅田　泰生
鹿児島市城山1-42-1
TEL：0798-47-6612
FAX：0798-47-6612
URL： http://www.

sudxbiotec.jp/

ウイルスの捕捉濃縮精製キット
（SMＧNＰ キット） 超高速リアルタイム ＰCR 測定機
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発表内容

≪企業紹介≫
　京都で陶器の技術を習得し、経験を積んだ後、故
郷の鹿屋市に開窯し「嘉一窯」を始めました。
　鹿屋市において製造した陶器の卸、小売りを行い、
また、県内の観光地での陶器販売や百貨店での個展
を開催しています。

≪商品開発のきっかけ≫
　海外において、日本の美術品、工芸品の評価が非
常に高く、人気も高いため、今後、海外を中心に多
くの需要が見込まれます。
　鹿児島の薩摩焼に日本独自の技法を取り入れ、新
しい薩摩焼の製作に取り組んでいます。

≪商品の特徴≫
　金銀箔を切り抜き、白薩摩の生地に焼き付ける

「釉裏金銀彩技法（ゆうりきんぎんさいぎほう）」を、
独自のデザインで展開しており、他で同様の技法を
用いた製品よりも、繊細なデザインが特徴です。
　また、薩摩焼とジュエリーを組み合わせた商品「六
嘉（ROCCA）シリーズ」を開発しました。

発表後の成果・感想
　個人事業でありますが、このような発表の機会を
設けて頂き、薩摩焼の可能性を多くの方々に知って
頂けたことに心より感謝いたします。
　発表後、多くの方に助言を頂き、今後の製作や販
路拡大等の参考になりました。

今後の展望
　県内の観光地売店で工芸品として販売していきま
す。
　また、実用品だけでなく、宝石等をあしらった装
飾品として販売し、海外の富裕層をターゲットに、
海外での個展開催等、販路拡大していきます。

発表する古垣代表

○発表その３　薩摩焼に「釉裏金銀彩技法」を用いて高級感を持たせた新商品の販路拡大
（嘉一窯）

嘉一窯（かいちかま）
代表　古垣　彰拡

鹿屋市野里町3627-3

TEL：0994-41-5057

URL： http://www.

kaichikama.com/

釉裏金銀彩シリーズ

山形屋での個展における展示作品

◇「二水会」開催予定◇
　ベンチャープラザ鹿児島「二水会」の開
催により、県内中小企業へビジネスプラン
発表の場を提供し、販路拡大、資金調達等
の取り組みを支援します。
　【開催予定】

第68回　平成28年11月
第69回　平成29年２月

（場所は鹿児島市内）
※�二水会での発表を希望される企業の方は
お気軽にご相談ください。

六嘉　（ROCCA）シリーズ

絵付けシリーズ 碧薩摩シリーズ

【製造工程】

1．素焼き 2．施釉・焼成 3．泊を切り抜く

4．泊を貼り付け 5．透明釉薬を施釉 6．完成
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平成２8年度　かごしま取引商談会開催の御案内
　県内外の発注企業を招へいし、県内受注企業と商談を行う「かごしま取引商談会」を開催します。
商談会の詳細や参加申込み方法については、当センターのホームページに掲載します。

　１　日　時　平成28年12月13日（火）13：30～19：00　
　２　会　場　ホテルウェルビューかごしま（鹿児島市）　
　３　主　催　ビジネスマッチング協議会
　　　　　　　（公財）かごしま産業支援センター
　４　対　象　【業　　種】一般機械・金属・電気・電子関連などの製造業
　　　　　　　【参加企業】発注企業30社、受注企業60社（予定）

　　⑴　商談会（13：30～17：00）
　　　　組合せ表に基づき、発注企業１社あたり受注企業８社と商談を行います。
　　⑵　交流懇談会（17：15～19：00）
　　　　商談会参加の受発注企業に率直に情報交換をしていただく交流懇談会を開催します。

【お問い合わせ先】　（公財）かごしま産業支援センター　取引振興課　担当：家村、内木場
　　　　　　　　　　　TEL：０99-2１9-１274　　FAX：０99-2１9-１279　　URL：http://www.kric.or.jp/

◇◆◇　取引振興コーナー　◇◆◇

＜商談会の風景＞

平成２6年度取引成立案件の１年後フォロー調査結果
【１年後も約６割が取引継続、取引金額は当初の約３倍に拡大】

　（公財）かごしま産業支援センターでは、平成26年度に250件の「取引の紹介・あっせん」を行い、90件、
金額で77,456千円の取引が成立しました。
　これについて、１年後の取引フォロー調査を実施した結果、定期または不定期で取引を継続しているも
のは55件（調査対象の約６割）、取引金額は、227,733千円（当初取引の約３倍）となりました。

　　《調査結果》
　　　　　　　 　【平成26年度】 　　　　　　　　　　　　　　【１年後（平成27年度）】
　　　　　 　フォロー調査

　このように、当センターの「取引あっせん事業」は、県内中小企業の新規取引先の開拓や受注機会の拡
大に大きく貢献しています。
　今後も、効果的な「取引の紹介・あっせん」に努めてまいります。 

◆成立件数　　　　9０件

◆取引金額　　77,456千円

◆取引件数　　　　　５５件（約６割）

◆取引金額　227,733千円（約３倍）

取引の継続状況 取　引　金　額

26 年度　　　１年後

約３倍
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